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植

問

題

j乏

悶U

稔

靖

田

繍

富

関
際
関
係
の
緊
密
な
今
日
に
於
て
は
或
晶
一
閣
の
問
題
で
も
必
ず
他
閣
と
白
井
遁
隅
係
を
惹
起
し
、
そ
れ
が
閤
際
化
し
て
一
波
は
高
波
を
呼
ぴ
逮
に

は
大
渡
凋
を
生
む
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
調
逸
の
植
民
問
題
に
就
て
見
て
も
、
そ
れ
は
帝
に
濁
亀
一
園
の
問
題
と
し
て
止
空
る
も
白
で
は
な
〈
し
て
、

こ
れ
主
事
情
を
共
に
ナ
る
伊
太
利
及
び
日
本
等
の
問
題
に
移
っ
て
往
寺
、
還
に
は
英
保
露
米
と
一
再
ふ
が
如
き
事
情
の
異
な
る
閣
に
劃
し
て
、
互
に
相
提

携
し
て
問
題
の
解
決
に
常
る
こ
と
L

な
H
、
た
め
に
問
題
は
園
際
化
し
世
界
の
不
安
を
服
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
日
内
閣
際
情
勢

が
何
よ
り
も
雄
嬬
に
物
語
っ
て
ゐ
る
。

曾
て
d

h

・
パ

l

ン
旦
氏
は
そ
の
著
『
植
民
地
の
将
来
』
の
中
に
於
て
『
私
は
危
機
の
局
面
を
誇
張
す
る
心
算
は
な
い
、
し
か
し
も
し
世
界
が
一
九
三

一
年
以
来
語
み
つ

L

あ
る
下
り
坂
が
、
鞍
争
の
基
裁
へ
の
あ
る
決
定
的
な
突
撃
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
又
反
謝
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
な
ら

ば
、
来
る
べ
き
二
年
間
に
全
面
的
な
混
飢
か
ら
苦
々
を
救
ふ
こ
と
は
、
奇
蹟
以
外
に
は
何
物
も
な
い
』
と
云
っ
て
ゐ
る
o

と
の
書
は
一
九
三
六
年
に
出

版
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
と
の
暗
闇
言
は
憶
か
に
適
中
し
た
も
の
と
一
耳
は
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
伊
太
利
は
園
際
聯
胞
を
無
翻
し
て
且
チ
オ
ピ
ア
王
園

を
併
呑
し
、
英
備
爾
図
も
こ
れ
を
耳
式
に
承
認
し
な
れ
ば
な
ら
古
〈
な
っ
た
し
、
一
方
獅
訟
も
亦
唆
闘
を
合
併
し
、
チ
エ
ヴ
コ
・
ス

u
V
ア
キ
ア
に
4
A

4
7
1
テ
ン
黛
の
問
題

E
惹
起
し
つ

L

洪
園
と
も
提
携
せ
ん

K
L
、
欧
洲
の
現
欺
打
破
に
拍
車
を
か
け
て
ゐ
る
。
又
東
洋
に
於
て
も
我
園
は
そ
の
凋
自
の

立
場
か
ら
文
那
に
連
戦
を
選
め
て
ゐ
る
と
云
ふ
課
で
あ
っ
て
、
こ
れ
等
の
一
一
一
閣
は
英
悌
等
の
現
欺
維
持
図
に
針
し
て
共
同
の
旗
色
の
下
に
挑
戦
を
な
し

濁
品
唱
。
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

l¥. 

四

第
六
銭

ブb
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獅
謹
一
の
植
民
阿
庖

第
四
十
七
巻

プし
四

" 四

第
六
披

て
ゐ
る
と
昆
る
人
も
あ
る
。
斯
様
な
形
勢
か
、
b
推
せ
ば
、
現
状
維
持
岡
が
こ
れ
等
の
図
々
に
あ
る
程
度
の
譲
歩
を
し
な
い
限
り
、
世
界
の
不
安
を
回
避

す
る
と
と
は
、
奇
蹟
に
よ
る
の
外
は
困
難
で
あ
ら
う
。
賞
際
に
於
て
と
れ
等
の
図
々
が
縦
令
世
界
の
平
和
に
封
し
て
脅
威
を
奥
へ
て
ゐ
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
は
こ
れ
等
の
岡
民
の
特
殊
の
悪
癖
か
、
b
来
る
も
の
と
云
ふ
こ
と
は
由
来
な
い
。

右
の
如
〈
凋
抱
白
植
民
問
題
の
背
設
を
な
す
も
の
は
可
な
り
庚
ぃ
。
し
か
し
こ
の
問
題
そ
の
も
の
に
就
て
一
五
へ
ば
、
一
は
領
土
の
問
題
で
あ
り
他
は

費
源
の
そ
れ
で
あ
る
。
勿
論
領
土
の
獲
得
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
に
養
源
問
題
も
解
決
さ
れ
る
。
し
か
し
養
源
の
自
由
獲
得
だ
け
で
は
こ
の
植
民
問
題
は

解
消
す
る
も
の
で
同
な
い
。
領
土
の
獲
得
と
一
百
つ
で
も
，
そ
の
範
間
同
各
闘
の
岡
裁
の
慶
一
見
か
ら
、
植
民
地
の
再
分
割
に
及
び
又
明
費
の
問
題
・
と
し
て

は
、
非
自
調
領
植
民
地
返
還
ま
で
も
合
ん
で
ゐ
る
。
私
は
こ
の
領
土
問
題
に
就
て
は
最
後
の
植
民
地
返
還
問
題
を
巾
心
と
し
て
述
べ
た
い
と
恕
ふ

L
、
又

資
源
問
題
も
こ
れ
」
併
行
し
て
解
説
し
、
澗

-Aが
今
日
要
求
し
て
ゐ
品
も
の
は
、
単
純
な
資
源
の
自
向
獲
得
の
問
題
に
止
る
平
、
或
は
又
藷
領
止
の
同

復
に
の
み
熱
意
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
等
々
に
就
て
詑
き
た
い
と
想
ム
。
勿
論
こ
の
二
つ
の
問
題
は
経
済
よ
、
政
治
上
並
に
軍
事
上
に
も
宣
る
の
で

る
る
。
又
領
土
問
題
に
関
聯
す
る
も
の
は
移
民
、
原
料
白
自
由
獲
得
及
び
販
路
の
繍
張
等
の
問
題
が
あ
り
、
資
源
問
題
に
就
て
も
一
般
的
に
は
自
由
遁

商
及
び
開
続
白
障
壁
搬
鹿
等
の
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
を
植
民
地
だ
け
に
限
っ
て
見
て
も
門
戸
解
放
の
問
題
が
あ
る
。
最
後
に
私
は
と
れ
一
得
の
澗
題
に
到

す
る
凋
逸
の
要
求
と
、
こ
れ
に
封
ナ
る
各
園
の
態
度
殊
に
聯
問
主
義
者
自
態
度
に
就
て
の
ペ
て
見
た
い
と
思
ふ
。
必
寛
す
る
に
そ
れ
は
町
一
凋
逸
の
要
求

に
謝
す
る
重
大
な
る
示
唆
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

一一
濁
趨
の
植
民
地
要
求
の
原
因

猫
逸
が
資
源
の
獲
得
弁
に
領
土
の
問
復
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
原
閃
に
就
で
見
る
に
、

そ
の
根
源
は
第
十
九
世
紀
に
愛
建
し
て
今

日
に
至
っ
た
経
済
組
織
の
掛
変
化
に
在
る
。
即
ち
る
る
少
数
の
岡
k

が
工
業
上
著
大
な
設
展
を
途
げ
、
世
界
に
於
け
る
自
飴
の
闘
に
製

品
を
供
給
し
、

こ
れ
と
交
換
に
と
れ
等
エ
業
闘
の
産
出
し
友
い
原
料
品
を
も
と
め
る
こ
と
に
た
っ
た
。

乙
れ
等
の
工
業
閣
と
は
英
園

を
第
一
と
し
、
合
衆
圏
、
狽
逸
、
白
耳
義
、
悌
蘭
白
及
び
瑞
西
等
で
あ
る
し
、
叉
同
世
紀
の
末
葉
に
蛍
り
、
露
西
豆
、
喚
太
利
、
伊

太
利
及
び
日
本
等
も
こ
れ
に
加
は
る
に
至
っ
た
。
か
様
に
各
固
に
於
け
る
工
業
上
の
護
展
の
た
め
に
、
資
源
確
保
の
問
題
が
緊
切
と

Ra，，，，' materials and cohmie肖 p.6.2) 



恋
っ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
資
源
の
所
有
問
題
が
願
著
と
友
っ
て
来
た
の
は
、
戦
後
に
於
て
異
常
友
扶
態
が
後
生
し
、
か
の
一

九
二
七
年
の
圏
際
曾
議
の
際
に
英
閣
の
代
表
が
云
っ
た
様
花
、
一
高
一
千
粁
に
亙
る
新
関
税
障
壁
が
完
全
に
愛
生
し
た
た
め
で
あ
る
。

而
も
こ
の
問
題
は
世
界
的
経
済
恐
慌
に
よ
っ
て
闘
際
通
商
に
封
す
る
障
壁
が
高
め
ら
れ
た
た
め
に
、

一
居
章
一
要
性
を
加
へ
て
来
た
。

而
し
て
資
源
所
有
の
不
平
等
は
従
前
の
様
友
自
由
通
商
の
時
代
に
於
て
は
、
園
家
の
繁
栄
に
は
無
闘
係
で
あ
っ
た
が
、
と
の
通
商
の

自
由
が
阻
止
さ
れ
且
閉
鎖
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
遁
榊
的
に
重
大
化
し
た
の
で
あ
る
。
帥
叫
ち
経
済
資
源
井
に
機
舎
の
不
平
等
と
一
志
ふ
悲

惨
な
闘
係
か
ら
世
界
は
所
謂
静
的
国
家
と
動
的
園
家
と
の
こ
大
陣
営
に
岐
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
闘
係
が
充
分
に
認
識
さ
れ
た
の

は
、
右
に
叫
述
べ
た
様
に
批
界
の
大
恐
慌
の
襲
来
以
降
で
あ
っ
て
、

一
九
三
一

O
年
以
来
こ
の
破
滅
は
怒
ゆ
る
闘
を
、
本
闘
に
於
け
る
失

業
者
の
凶
明
日
加
と
外
岡
貿
易
の
減
少
で
ふ
形
に
於
て
支
配
し
た
。
従
っ
て
い
づ
れ
の
闘
も
之
の
必
然
的
た
困
難
K
肱
や
る
訟
を
、
向
闘

工
業
生
産
力
の
よ
り
多
く
の
動
員
と
外
国
口
問
弁
に
外
闘
持
働
の
佼
矧
制
限
と
に
索
め
た
の
で
あ
っ
て
、

と
の
目
的
の
た
め
に
問
ゐ
ら

れ
た
方
法
の
中
で
主
友
も
の
は
、
通
貨
の
操
作
、
震
替
管
現
、
移
民
制
限
、
高
率
閥
抗
及
び
割
首
制
等
で
あ
る
。

こ
れ
は
最
近
い
づ

れ
の
固
に
も
起
っ
た
共
通
的
友
政
策
で
る
る
が
、
英
悌
等
の
図
々
は
か
様
た
政
策
に
よ
っ
て
何
等
の
不
便
を
も
感
じ
友
か
っ
た
、

の
誌
は
、

こ
れ
等
の
諸
国
は
問
題
の
原
料
を
多
〈
所
有
す
る
帝
国
際
制
を
も
っ
て
ゐ
る
詐
り
で
た
く
、
縦
令
他
固
か
ら
原
料
を
轍
入

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
揚
合
陀
於
て
も
、
債
楼
闘
で
あ
る
た
め
に
、

そ
の
購
入
資
金
と
し
て
の
外
岡
偶
替
を
得
る
に
非
常
友
困
難
を

感

C
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
濁
逸
に
於
て
は
こ
れ
等
の
固
と
は
大
に
事
情
が
異
る
。
卸
ち
澗
逸
は
従
来
輪
出
商
品
代
金
で

轍
入
原
料
の
仕
掛
を
な
す
習
慣
で
あ
っ
た
、
と
と
ろ
が
不
景
気
の
深
刻
化
に
作
ひ
、

と
れ
等
の
方
法
が
漸
次
行
は
れ
友
〈
在
っ
て
来

た
、
凶
内
資
源
に
乏
し
い
凋
逸
に
と
っ
て
は
、
本
園
に
於
け
る
工
業
に
謝
し
て
原
料
の
供
給
を
確
保
す
る
の
問
題
は
、
極
め
て
重
大

濁
訓
喝
の
植
民
問
題

" !眉

第
六
擁

九
王E

第
四
十
七
巻

そ
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調
喝
の
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

九
六

八
四
四

第
六
貌

性
を
有
す
る
、
従
つ
で
も
し
と
の
問
題
の
解
決
が
出
来
た
い
践
に
は
、

そ
れ
は
必
然
的
に
国
民
の
生
活
標
準
を
全
般
的
に
且
漸
増
的

に
低
下
さ
せ
る
と
と
に
な
る
。
故
に
猪
逸
に
と
っ
て
彼
等
が
自
ら
管
理
し
得
る
供
給
資
源
を
求
め
ん
と
ナ
る
動
機
が
増
大
し
た
こ
と

は
尤
も
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
人
口
の
増
加
と
園
力
の
護
展
去
に
針
し
て
、
そ
の
圏
内
に
於
け
る
資
源
政
態
は
果
し
て

E
の
程

皮
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
大
慨
に
於
て
次
の
如
く
で
あ
る
。

山
町
海
閣
内
の
繍
産
物
生
産
額

十
石
炭
、
岩
臆
及
び
食
胸
、
か
理
臨

パ
司
亜
鉛

J
A

石
油
、
銀
、
鋼
、
鉛
、
マ
シ
ガ
シ
、
ア
ル
ミ
ご

I
ム
、
銭
、
燐
酸
盤
、
黄
餓
鏡
、
黒
鉛

vλ O
金
、
白
金
、
錫
、
水
銀
、
-
一
ツ
ケ
ル
、
ク
ロ
ー
ム
、
ダ
シ
グ
ス
テ
ン
、
ア
ン
チ
モ
-
一
I

、
硫
黄
、
ア
ス
ベ
ス
ト

(
備
考
)
右
四
中
川
は
閣
内
需
要
量
を
超
過
す
る
も
の
。
同
は
圏
内
需
要
量
を
充
た
す
も
の
、
ト
は
圏
内
消
費
量
の
告
に
遣
す
る
も
の
、

ρは
金

(
欠
乏
せ
る
も
の
を
一
取
す
。

ベ
ル
サ
イ
ユ
僚
約
の
結
果
、

調
逸
は
植
民
地
及
び
そ
の
本
圃
の
領
土
の
一
部
を
失
っ
た
た
め
、
そ
れ
と
同
時
に
彩
し
い
天
然
資
源

(
茨
鎖
及
び
鉛
鎖
の
凡
そ
去
、
鍛
錬
亜
鉛
鎖
及
び
Z

ル
ザ
ス
全
世
の
加
里
採
掘
匿
の
B
Z
)

弁
に
植
民
地
の
原
料
資
源
を
失
っ
た
の
で
、

今
日
に
於

て
は
調
逸
は
石
炭
及
び
加
里
に
於
て
の
み
、

と
れ
を
多
量
に
有
す
る

K
過
ぎ
-
泣
い
、
従
っ
て
現
在
の
需
要
を
充
た
す
た
め
に
次
の
鱗

物
陀
就
て
は
乙
れ
を
外
固
か
ら
の
轍
入
に
仰
い
で
ゐ
る
。

鍍
産
物
の
輸
入
割
合

銭
(
へ
四
%
)
、

マ
ン
ガ
ン
其
他
(
五
O
%
)
、

ク
ロ
ー
ム

号
リ
ず
占
ア
シ
其
他
(
九
五
%
)
、
ウ
オ
ル
フ
オ
ラ
ム
(
一
O
O
M
)
、

一二
γ

ケ
ル
{
九
七
ガ
}
、

(一

oov用
)
、
銅
(
八
八
万
)
、
鈴
(
七
八
%
)
、
亜
鉛
(
五
O
%
)
、
錫
其
他
(
九
九
%
)
、
水
銀
(
一
0
C
M
}
、
金
其
他
(
九
九
%
)
、
銭
円
六
一
一
一
%
〕
、

und weltpolitische F. Frierlensburg， Die mineralischen 
militarische Machtfaktoren， S. 52-53・
H. W. Bauer
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右
の
外
更
に
一
一
居
太
し
い
不
足
は
木
材
で
あ
る
。

か
様
に
猪
渇
は
石
炭
、
堕
類
及
び
亜
鉛
を
除
い
て
は
、
悉
ゆ
る
原
料
に
於
て
不

足
し
て
ゐ
る
。
ヂ
ツ
ベ
ル
ス
博
士
が
云
っ
て
ゐ
る
様
に
、
も
し
近
代
工
業
の
茶
礎
的
原
料
が
石
炭
、
錦
、
油
、
棉
花
、
議
諜
及
び
銅

に
あ
り
と
す
る
な
ら
ば
、
狽
逸
は
と
れ
等
の
主
要
原
料
の
殆
ん
ど
全
部
を
快
い
て
ゐ
る
詳
で
あ
る
。
私
は

7
F
I
J
7
ン
ス
プ
ル
グ
氏

の
様
に
必
や
し
も
、
鎖
産
物
に
の
み
重
き
を
置
い
て
、
第
十
八
世
紀
ま
で
の
文
明
は
植
物
及
び
畜
類
の
利
用
に
某
き
、
今
日
の
文
明

が
鏑
産
物
の
利
用
に
基
く
も
の
で
あ
る
と
ま
で
断
言
は
し
左
い
が
、
少
く
と
も
捕
逸
が
近
代
工
業
の
諸
要
素
を
圏
内
に
於
て
快
い
て

ゐ
る
と
と
は
、
そ
の
工
業
従
っ
て
又
薗
民
の
生
活
K
謝
す
る
一
大
脅
威
で
友
け
れ
ば
友
ら
ね
。
加
之
食
糧
品
に
就
て
も
猪
逸
は
油
脂

瑚
誹
、
開
草
、
熱
帯
油
及
び
川
市
費
等
の
物
涯
に
於
て
快
け
て
腐
り
、

そ
の
大
学
を
外
国
か
ら
の
供
給
に
仰
い
で
居
る
欣
態
で
あ
っ
て

と
れ
等
の
戎
物
は
賓
に
植
民
地
の
喪
失
に
よ
っ
て
失
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
同
専
ら
資
源
の
方
面
か
ら
見
た
経
消
的
の
原
因
で
あ
っ
て
、

調
逸
が
今
日
楠
民
地
の
返
還
を
要
求
し
て
ゐ
る
の
は
、
主
と
し

て
こ
の
経
済
的
の
原
因
か
ら
で
あ
る
と
設
〈
人
も
・
な
い
で
は
友
い
、
現
に
前
調
泡
経
済
相
シ
ヤ
ハ
ト
氏
の
如
き
は
、

『
濁
趨
の
植
民

地
問
題
は
帝
園
主
義
の
問
題
で
も
友
〈
、
草
な
る
威
信
の
問
題
で
も
友
い
。
そ
れ
は
全
く
純
然
た
る
経
済
的
存
立
の
問
題
で
る
る
』

と
云
っ
て
ゐ
る
。

P
英
闘
の
前
一
外
相
ボ
l
ア
が
一
九
三
五
年
八
月
十
一
日
の
間
際
一
瞬
間
四
事
舎
に
於
て
時
ヘ
た
所
も
亦
略
こ
れ
と
同

様
で
あ
っ
て
、

『
植
民
地
再
分
割
の
問
題
は
究
樹
氏
於
て
、
政
治
的
領
土
的
と
云
は
ん
よ
り
は
寧
ろ
経
済
的
で
あ
り
、

こ
れ
を
具
鐙

的
に
云
へ
ば
原
料
殊
に
工
業
原
料
に
射
す
る
要
求
に
き
ざ
し
て
ゐ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
、
依
り
に
政
治
的
領
土
的
要
求
が
或
る
程

度
ま
で
経
済
的
要
求
か
ら
濁
立
す
る
と
じ
て
も
、
そ
れ
は
経
済
的
要
求
が
満
足
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
多
少
緩
和
さ
れ
得
ぺ
き
も

の
と
考
へ
ら
れ
る
』
と
云
っ
て
ゐ
る
。

し
か
し
後
に
述
べ
る
様
に
、
相
側
品
砲
の
醤
植
民
地
の
経
済
的
債
値
は
貧
弱
で
あ
っ
て
、

と
れ
等

漏
惑
の
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

八
四
五

第
六
銃

九
七

weltpolttische und F. Frierlensbuq;-. Die minerali:，chen 
mili日口叫heMaehtfaktoren. S. 1小

G.K・Johannsenand H. 1-1. Kmft， (;'ermany's colonial problem. p. 65・
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調
泡
白
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

九
J¥. 

八
四
六

第
六
抗

の
植
民
地
の
返
還
を
う
け
た
か
ら
と
て
、

必
や
し
も
彼
等
の
経
情
的
欲
墜
を
充
た
す
も
の
で
は
設
い
、
そ
れ
左
の
に
何
故
に
猪
趨
が

相
民
地
の
繍
張
を
以
て
彼
等
の
不
満
救
桝
策
の
第
一
位
に
置
い
て
ゐ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
顧
ふ
に
そ
れ
は
第
一
に
イ
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ

僚
約
に
封
ず
る
不
満
吋
最
近
に
於
け
る
世
界
各
闘
か
ら
の
迫
害
に
針
す
る
慣
恕
等
の
感
情
の
問
題
が
そ
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
否
定

す
る
詳
に
は
行
か
な
い
。
第
二
に
は
ハ
開
削
減
の
問
題
在
も
考
慮
に
入
れ
る
必
裂
が
め
る
の
で
め
っ
て
、
狽
逸
は
過
去
二
十
年
間
の
悲

境
の
棋
に
柱
つ
で
も
、
依
然
と
し
て
彼
等
自
身
の
私
有
物
た
る
帝
附
に
針
「
る
山
県
水
吉
拾
t
Jな
か
っ
た
の
で
め
る
か
ら
、
今
日
の
狗

叉
経
済
上
か
ら
一
去
っ
て

も
彼
等
が
自
由
に
開
閉
し
得
る
門
戸
に
於
け
る
方
が
、
他
国
民
の
門
戸
開
放
地
域
に
於
け
る
よ
り
も
利
盆
で
あ
る
。
従
っ
て
溺
逸
の

逸
が
そ
の
名
品
管
に
か
け
て
こ
れ
を
要
求
す
る
と
と
は
、
底
下
ろ
営
然
の
こ
と
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

揚
合
に
就
て
云
へ
ば
、
精
神
的
要
求
の
一
方
が
経
消
的
の
そ
れ
よ
り
も
等
ろ
犬
で
あ
る
。
何
と
た
れ
ば
狽
逸
岡
氏
は
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
の

決
議
の
屈
辱
及
び
不
正
に
謝
す
る
痛
慣
の
念
に
艇
ら
れ
℃
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
植
民
地
に
針
ナ
る
要
求
は
今
日
の
吾
々
に
と
っ
て

は
二
つ
の
言
葉
を
意
味
す
る
、
帥
ち
そ
れ
は
パ
ン
と
名
替
と
で
あ
る
。
調
逸
の
求
む
る
所
は
、
従
前
榊
と
人
と
の
前
に
正
賞
に
所
有

し
て
ゐ
た
所
の
も
の
で
あ
る
』
と
云
ふ
の
が
彼
等
の
真
意
で
あ
る
。
又
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
綿
統
は
咋
年
の
九
月
十
二
日
-
二

l
ル
て
ヘ
ル

グ
城
の
庚
聞
に
於
て
、

と
の
問
題
に
就
て
言
及
し
「
樹
逸
は
縦
例
的
必
要
か
ら
議
領
土
を
要
求
す
る
:
:
:
し
か
し
猟
巡
の
植
民
地
要

求
は
皐
た
る
商
業
的
の
問
題
で
は
な
く
名
替
の
問
題
で
る
る
、
五
日
々
は
既
に
岡
家
的
均
等
植
を
同
復
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
雄
て

植
民
地
の
問
題
も
何
等
か
の
方
法
で
解
決
さ
れ
る
も
の
と
確
信
す
る
、
余
は
こ
の
問
題
の
解
決
な
く
し
て
買
の
欧
羅
巴
の
平
和
は
到

来
し
友
い
で
あ
ろ
う
と
信
宇
る
』
と
云
っ
て
ゐ
る
。

と
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
制
品
場

ω
植
民
地
に
封
す
る
一
般
的
要
求
の
原
因
は
、

従
っ
て
又
そ
の
却
一
向
は
、

シ
ヤ
ハ
ト
博
士
の
一
言
葉
よ
り
も
寧
ろ
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
総
統
の
聾
明
の
裡
に
よ
り
多
く
合
ま
れ
て
ゐ
る
も
の
と

L. Barnes， The future of colonies p. 18. 
Raw materials and colonies. p. 7・

8) 

9) 



忠
は
れ
る
@

濁
逸
の
植
民
地
要
求
の
内
容

濁
逸
の
植
民
地
に
針
す
る
要
求
に
は
こ
つ
の
方
面
が
あ
る
、

そ
れ
は
街
逸
は
何
物
を
又
何
底
を
必
求
し
て
ゐ
る
か
と
云
ふ
こ
と
で

あ
る
。
前
者
は
資
源
問
題
で
あ
り
後
者
は
領
土
問
題
で
あ
る
。

こ
の
繭
者
は
相
聞
剛
聯
す
る
も
の
で
こ
れ
を
切
り
離
し
て
考
究
す
る
こ

と
は
凶
雑
で
あ
る
。
叉
湖
逸
の
要
求
も
こ
の
二
の
方
聞
に
亙
っ
て
居
り
、

い
づ
れ
に
重
き
を
泣
い
て
ゐ
る
か
ピ
判
明
し
な
い
詐
り
で

友
く
、
識
者
の
聞
に
於
け
る
意
見
も
亦
必
や
し
も
一
致
し
て
ゐ
る
誌
で
は
た
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。
又
均
し
く
資
源
I
ζ

明
お
っ
て
も
が
l
リ
ン
ゲ
版
取
の
如
き
は
微
吃
殊
の
外
東
淀
川
悦
し
「
悦
は
今
日
ま

ε市
川
附
を
澄
附
に
し
た
、
パ
タ
1
は
凶
M
K
を
肥
湖
さ

じ
た
に
過
但
ぎ
な
い
、
品
川
々
は
パ
タ
ー
を
購
っ
て
自
由
な
し
に
進
む
か
、

そ
れ
と
も
自
由
を
得
て
バ
タ
ー
を
夫
は
ん
と
欲
す
る
か
、

E
口

々
は
断
然
織
を
欲
す
る
、

乙
れ
が
バ
タ
l
快
乏
の
一
因
で
あ
る
の
だ
』
と
云
っ
て
ゐ
る
位
で
あ
る
。
し
か
し
と
こ
で
は
草
に
猟
逸
の

要
求
す
る
縦
士
に
就
て
説
い
て
見
た
い
。

と
云
ふ
の
は
こ
の
制
土
の
解
決
方
法
如
何
に
よ
っ
て
資
税
問
題
も
或
る
仰
何
度
ま
で
解
消
す

る
か
ら
で
あ
る
。
術
品
過
の
要
求
す
る
制

F

い
い
に
就
て
見
て
も
凡
そ
三
つ
の
方
両
が
あ
る
。
そ
の
寸
は
他
闘
の
領
土
に
封
ず
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
ご
は
醤
濁
領
植
民
地
に
到
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
三
は
他
凶
内
に
在
住
す
る
制
逸
民
族
の
自
決
問
題
に
闘
す
る
も
の
で

あ
る

Q

L
か
し
こ
の
中
最
も
強
烈
な
要
求
は
謂
ふ
ま
で
も
左
く
組
問
澗
領
植
民
地
に
到
す
る
も
の
で
あ
る

G

今
日
調
逸
は
酒
田
領
土
の
返

越
と
は
別
に
他
闘
の
領
土
に
針
し
で
も
そ
の
譲
渡
若
は
利
用
を
必
求
し
て
居
る
、
そ
の
動
機
は
名
棋
の
問
題
左
云
ふ
よ
り
は
事
ら
パ

ン
の
問
題
か
ら
で
あ
る
。
現
に
相
側
趨
は
イ
内
外
の
情
勢
か
ら
見
て
補
領
植
民
地
で
あ
る
モ
ザ
ム
ピ
ク

1
及
び
ア
ン
ゴ
ラ
を
獲
得
し
て

濁
逸
白
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

八
四
七

第
六
按

九
九

-
Raw matel"Ia1s and colonies， p. 36. 
R. C. Thurnwa.ld， Die Kolónla1(~age? s. 67 (Jahrbiicher fur Nationalokonomie 
und Statistik， Jsd. 145. Heft 1. Januar 1937)' 
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淘
抽
喝
の
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

八
四
八

O 
O 

第
六
揖

も
業
支
へ
友
い
と
一
去
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
等
の
地
方
が
温
帯
に
も
近
い
し
叉
移
住
に
も
適
し
て
ゐ
る
か
ら
で
る
る
。
4

ん
も
そ
の

方
法
と
し
て
考
究
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
九
十
九
筒
年
の
一
租
借
で
あ
る
。
作
ダ
ン
千
ツ
ヒ
自
由
市
の
接
収
を
策
し
、
ん
い
ウ
タ
ラ
イ
ナ
ー

地
方
へ
の
進
出
を
計
劃
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
こ
の
地
方
は
世
界
の
穀
倉
と
ま
で
云
は
れ
て
ゐ
る
農
産
地
で
あ
っ
て
、
海
外
に
於
け
る

楠
民
地
の
獲
得
が
困
維
な
場
合
に
於
て
、
明
仰
逸
の
食
糧
問
題
の
解
決
に
は
最
も
泊
し
た
所
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
若
し
組
側
議
・

が
他
闘
の
領
土
の
訓
誌
を
要
求
す
る
と
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
所
消
植
民
地
の
再
分
割
の
問
闘
な
諒
恕
す
る
と
」
忙
-
な
る
の
と
れ

κ

劃
す
る
反
針
論
を
あ
げ
て
見
る
と

w

航
民
地
の
再
分
割
は
そ
の
倫
埋
的
見
地
か
ら
、
盗
口
聞
を
盗
児
の
聞
に
分
割
す
る
も
の
で
め
る
か
ら

不
可
と
す
る
も
の
が
あ
る
し
.
又
『
卒
和
愛
好
者
の
臨
場
々
注
す
犬
謄
左
示
唆
は
‘
植
民
地
に
於
け
る
主
耐
帽
を
満
足
園
か
ら
爪
満
足
闘
に

直
悼
慨
に
議
波
せ
ん
と
す
る
と
と
で
あ
る
。
し
か
し
凡
そ
舶
民
地
は
分
配
の
た
め
に
す
る
延
々
の
所
有
物
で
は
な
い
、
植
民
地
は
そ
の

土
士
一
相
の
人
民
の
も
の
で
あ
る
、
従
っ
て
K
H
h

は
該
地
域
に
於
て
権
利
を
有
す
る
限
度
に
於
て
、
彼
等
の
た
め
に
受
任
の
形
式
に
於
て

営
夜
地
域
を
却
持
す
る
も
の
で
あ
る
、
議
波
の
提
案
の
裡
に
合
ま
れ
る
所
有
権
の
態
度
は
、
五
日
々
が
破
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ

れ
に
全
〈
吻
合
す
る
』
と
云
ふ
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
狗
逸
の
蕎
領
土
の
要
求
に
到
し
て
は
必
や
し
も
右
に
述
べ
た
様
な
反
封
論
は

か
の
ツ
ウ
ー
ル
ン
ワ
ル
ド
氏
が
『
濁
遜
は
彼
等
に
強
い
ら
れ
て
ゐ
る
諸
種
の
事
情
の
下
に
於
て
も
命
櫛
民
地
に
針
す

あ
る
ま
い
し
、

る
要
求
を
固
持
し
た
い
認
に
は
行
か
な
い
』
と
述
べ
て
ゐ
る
が
、

ツ
氏
の
所
鵠
植
民
地
友
る
語
は
必
や
し
も
一
般
的
に
植
民
地
を
指

し
た
の
で
は
左
く
し
て
、
蓄
猫
領
を
指
し
た
も
の
と
芯
は
れ
る
。
ツ
氏
は
更
に
語
を
つ
ぎ
『
合
法
的
な
途
は
ベ
ル
サ
イ
-
僚
約
の
不

名
相
朝
日
な
る
規
定
を
撤
回
し
、
従
前
衛
逸
の
保
護
領
で
る
っ
た
A
7
H
の
委
任
統
治
地
を
一
元
の
植
民
地
の
支
配
者
た
る
猫
逸
に
返
還
す
る

こ
と
で
る
ら
う
、

こ
れ
等
の
委
任
統
治
地
は
今
日
で
は
、
強
者
の
楼
利
を
浬
巾
と
し
て
紺
持
さ
れ
て
ゐ
る
し
、
而
も
こ
の
理
由
は
そ

L. Barne~. The future of co]onie~:;. p. z6. 
R. c. Th~rnwald， Die Kolon凶 frage(Jahrbucher佃rNationalokonomie und. 
Sta出 tik.Bd. 145. I-Ieft 1. Januar 1937). 
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戦
勝
間
自
身
に
よ
っ
て
最
も
強
烈
に
賠
護
さ
れ
て
ゐ
る
』

る
。
事
賓
と
の
奮
領
土
に
封
ず
る
獅
逸
の
要
求
は
何
よ
り
も
強
烈
で
あ
っ
て
、
間
申
者
も
亦
こ
の
主
張
に
道
徳
的
弁
に
法
律
的
友
合
理

れ
が
彼
等
の
利
釜
を
侵
害
す
る
と
息
は
れ
る
接
合
に
は
、

と
云
っ
て
ゐ

性
を
奥
へ
ん
と
し
て
ゐ
る
。

と
の
道
徳
土
井
に
法
律
上
の
合
理
論
は
暫
ら
く
措
〈
と
す
る
も
、
相
側
逸
の
第
二
次
再
軍
備
計
却
の
進
行
に
件
ひ
、
凋
逸
の
戦
争
に

耐
え
得
る
寅
力
は
強
化
さ
れ
る
で
る
ら
う
し
、

従
っ
て
こ
の
植
民
地
に
到
す
る
要
求
は
徐
々
底
力
を
加
へ
て
来
る
も
の
と
想
は
れ

る
。
又
今
日
の
凋
逸
に
と
っ
て
は
植
民
地
の
悶
復
は
雷
に
威
信
の
問
題
で
は
友
く
、
貨
に
死
活
の
問
題
で
あ
る
の
で
、

こ
の
問
題
が

解
決
し
た
い
左
ら
ば
、
相
側
逸
閥
民
は
爆
後
黙
に
達
す
る
佃
い
れ
が
あ
る
、
吏
に
こ
の
術
品
掲
の
要
求
に
針
し
て
伊
太
利
首
相
は
昨
年
十
月

一
一
十
八
日
経
馬
進
軍
記
念
日
に
於
て
、
獅
子
制
引
を
た
し
「
し
か
し
更
に
ベ
ル
サ
イ
ユ
倹
約
中
不
合
四
一
た
る
満
干
の
俊
明
を
修
混
ぜ
ね

?
:
)
L
、

村
方
正
坑

ア
フ
リ
カ
に
於
て
日
向
の
地
位
に
復

と
の
意
味
に
於
て
狽
遜
剛
氏
が
ア
フ
リ
カ
に
於
初
り
る
嘗
航
民
地
の
返
還
を
う
け
、

蹄
す
べ
き
は
哲
然
の
と
と
土
去
は
ね
ば
友
ら
ね
』
と
云
っ
て
こ
れ
を
支
援
し
て
ゐ
る
。

と
れ
に
闘
聯
し
て
狽
逸
園
内
に
於
て
は
、
ベ

ル
サ
イ
ユ
僚
約
に
よ
っ
て
李
は
れ
今
日
白
図
の
領
土
に
編
入
さ
れ
て
ゐ
る
オ
イ
ベ
ン
、

マ
ル
メ
デ
l
地
方
の
返
還
に
就
て
も
強
烈
な

主
張
を
も
っ
て
ゐ
る
。
尤
も
と
れ
等
の
地
方
は
白
耳
義
に
と
っ
て
は
、
寧
ろ
迷
惑
訟
と
と
で
、
既
に
十
年
以
前
に
於
て
も
先
帝
の
時

K
そ
の
返
還
を
も
ち
出
し
た
の
で
る
っ
た
が
、
悌
園
の
反
針
に
合
っ
て
立
ち
消
え
に
・
な
っ
て
ゐ
た
地
方
で
あ
る
。
最
後
に
濁
逸
の
要

求
は
他
圏
内
に
於
け
る
白
岡
民
の
自
決
問
題
に
ま
で
及
ん
で
ゐ
る
。

と
れ
が
た
め
に
塊
図
は
既
に
合
併
さ
れ
た
、

叉
チ
Z

ツ
コ
・
ス

ロ
ヴ
ア
キ
ア
園
内
に
あ
る
三
百
寓
人
の
凋
逸
民
族
の
運
命
に
就
て
は
既
に
解
決
せ
ら
れ
た
が
ら
、

こ
L
で
は
深
く
と
れ
を
論
ぜ
な
い

と
と
与
す
る
。
従
っ
て
突
に
の
ぺ
ん
と
す
る
所
の
も
の
は
専
ら
奮
領
土
の
返
還
問
題
で
る
る
。

調
越
の
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

λ
四
九

第
六
観

O 
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調
抽
唱
の
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

八五
O

第
六
競

O 

回

膏
濁
舗
の
慣
値

他
民
地
に
於
て
も
亦
そ
う
寸
あ
る
、

こ
れ
を
軍
事
的
政
治
的
井
に
経
済
的
の
コ
一
方
面
か
ら
見
泣
け
れ
ば
危
ら
友
い
a
官
官
抑
制
闘

し
か
し
こ
k

で
は
主
と
し
て
そ
の
粧
内
的
使
値
に
就
て
の
み
こ
れ
を
検
討
す
る
と
と
に
す
弘
、

一
般
に
値
民
地
の
債
値
と
云
ふ
と
き
は
、

パ
ウ
エ
ル
尺
の
如
き
も
亦
こ
れ
を
以
て
濁
泡
'
祈
槌
民
政
策
の
基
調
と
し
て
は
泊
る
。
而
し
亡
そ
の
経
済
的
慎
値
と
式
ふ
と
き
は
、
本
国

と
の
閥
係
に
於
て
は
制
移
住
地
と

L
℃
の
債
純
明
治
商
上
の
債
値
と
の
二
方
耐
が
あ
り
、
又
均
し
く
通
商
上
の
債
値
に
し

τも
川
原

料
地
と
し
て
の
債
値
と
ロ
市
場
と
し
亡
の
債
値
と
の
別
を
生
や
る
。
奮
組
側
飼
航
民
地
と
云
つ
で
も
地
理
的
に
は
穏
々
に
岐
れ
で
居
り

青
島
を
除
い
て
は
ア
フ
リ
カ
領
井
に
太
平
洋
領
共
に
熱
帯
地
域
に
存
在
す
る
。
従
っ
て
こ
の
地
理
的
な
環
境
に
よ
っ
て
そ
の
債
値
も

亦
規
定
さ
れ
る
。

あ
っ
た
。

一
九
一
一
一
一
年
邸
ち
世
界
大
戦
の
始
ま
る
直
前
に
於
け
る
溺
領
楠
民
地
従
っ
て
又
そ
の
央
っ
た
領
域
は
次
の
如
〈
で

両

積
(
平
方
粁
)

r::J 

ノ、

'件f

度

7' 

il 

昔:11
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一
移
住
地
と
し
て
の
債
値

凡
そ
移
植
民
が
行
は
れ
る
の
は
、
農
業
者
弁
に
不
熟
練
第
働
者
の
所
得
が
母
聞
に
於
け
る
よ
り
も
よ

り
高
い
と
き
に
限
ら
れ
叉
移
住
地
が
母
闘
人
に
適
す
る
地
域
に
在
る
こ
と
が
必
要
で
る
る
c

郎
ち
と
の
鮪
に
移
柏
民
の
限
界
が
横
は

る
。
今
と
れ
を
猪
逸
の
栂
民
地
に
就
て
見
る
に
、

こ
れ
等
の
も
の
は
多
く
は
熱
帯
地
域
に
在
る
の
み
た
ら
や
、
後
に
遁
ぺ
る
様
に
こ

れ
等
の
地
域
に
於
け
る
移
住
者
の
所
得
も
亦
、
母
国
か
ら
の
楠
民
を
誘
引
す
る
に
足
ら
恋
ぃ
。
右
の
い
衣
に
一
不
ず
様
に
、

そ
の
面
積
の

割
合
に
較
べ
て
白
人
柄
民
者
の
教
は
極
め
て
少
数
で
あ
っ
て
、

そ
の
多
く
は
植
民
地
官
吏
若
は
軍
人
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
植
民
地
の

債
値
が
人
口
桐
密
友
本
闘
に
於
け
る
人
口
問
題
を
、
又
労
働
の
相
針
的
過
剰
を
直
按
に
軽
減
す
る
意
味
に
於
て
は
、
獅
逸
の
植
民
地

は
何
等
の
功
献
を
も
た
し
得
友
い
の
守
あ
る
0

1「
比
較
植
民
政
策
」
の
著
者
ヴ
イ
・
エ
ス
土
7

ム
教
授
が
と
れ
に
就
て
『
刑
判
逸

ω被
民
地

の
面
積
は
一
九
一
一
三
年
に
於
て
百
口
高
川
r
B晦
に
注
し
て
ゐ
た
に
も
不
拘
、
そ
の
移
相
民
抽
開
放
は
二
珂
五
千
八
百
悶
↓
一
一
ム
人
中
、
人
打
出
来

闘
に
砂
住
し
た
も
の
は
、

一
高
九
千
百
二
十
四
人
、
加
奈
防
へ
は
互
千
五
ヨ
三
十
七
人
、
漆
洲
へ
は
コ
一
百
五
十
九
人
及
、
び
プ
ラ
少
ル

へ
は
百
四
十
人
で
る
る
。
同
年
に
於
て
抑
制
逸
人
に
し
て
英
領
加
奈
陀
へ
移
住
し
た
者
の
教
は
、
凡
で
の
凋
逸
の
海
外
領
に
於
け
る
も

の
よ
り
も
多
数
で
あ
る
。
相
明
治
の
植
民
地
が
濁
逸
の
植
民
者
を
誘
引
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
芯
ふ
迄
も
な
い
、
そ
れ
ば
恐

ら
く
濁
渇
の
獲
た
植
民
地
が
不
幸
に
し
て
欧
洲
人
の
居
住
に
趨
し
な
い
熱
帯
植
足
地
で
る
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
云
っ
て
ゐ
る
の
は

肯
臨
舗
に
便
ず
る
設
で
あ
る
。
私
は
こ
L
で
は
濁
洛
人
の
移
植
民
と
し
て
の
適
性
若
は
猫
逸
の
ζ

れ
に
闘
す
る
政
策
の
不
徹
底
壮
一
?
を
云

ふ
の
必
要
は
た
い
と
想
ふ
。
そ
れ
は
猪
泡
の
植
民
地
が
熱
帯
地
に
在
っ
た
と
云
ふ
地
理
的
保
件
が
、
移
住
地
と
し
て
の
債
値
の
大
半

を
決
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
或
ー
は
猫
誕
の
代
続
者
は
中
産
階
級
の
就
峨
地
と
し
て
描
民
地
の
償
値
を
高
調
し
て
ゐ
る
、
し
か
し
植
民

地
の
溌
逮
に
つ
れ
て
と
れ
等
の
行
政
官
吏
等
も
士
人
か
ら
採
用
さ
れ
る
様
に
ゑ
る
か
ら
、

と
の
方
面
は
英
図
の
例
に
徴
し
て
見
て
も

凋
泡
白
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

O 

A 
互正

第
プて

鋭

V. S. Ram， Comparative colonial policy. chap. 1. p. 5-6. 
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調
逸
の
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

丹、

五

第
六
披

O 
四

大
し
た
も
の
を
望
む
こ
と
は
出
来
左
い
。
植
民
地
の
本
来
の
性
質
か
ら
云
へ
は
、
寧
る
乙
の
移
住
地
と
し
て
の
慣
値
を
以
て
首
枕
に

置
か
ね
ば
紅
ら
お
。
従
っ
て
移
住
地
と
し
て
の
債
値
に
乏
し
い
狽
逸
の
植
民
地
は
そ
の
債
値
極
め
て
僅
少
で
あ
る
と
云
は
ざ
る
を
得

と
の
と
と
は
狽
領
ア
フ
リ
カ
領
中
比
較
的
移
住
に
趨
し
た
と
稲
せ
ら
れ
て
ゐ
る
タ
ン
ガ
ン
イ
カ
(
嘗
燭
領
東
ア
フ
り
と
に
於
て

さ
へ
、
常
時
二
九
二
二
年
)
か
ら
一
一
一
十
三
年
を
経
過
し
た
一
九
三
六
年
に
於
け
る
白
人
の
人
口
の
増
加
が
、
仕
即
日
に
三
千
五
百
九
十

人
に
過
ぎ
と
の
を
見
て

2
2
2止
し
て
の
憤
備
が
如
何
に
芸
で
あ
る
か

U20
ト
;
I
C
Z
F氏
は
一
ダ

友
い
。

ン
ガ
ン
イ
カ
に
は
南
西
及
ぴ
北
部
に
亙
っ
て
高
地
が
あ
り
、

そ
の
中
央
に
は
大
高
原
が
あ
っ
て
、
南
西
及
び
北
郵
K
は
今
日
』
慨
に
猪

逸
の
移
住
者
が
ゐ
る
、

と
れ
等
の
移
住
者
は
主
と
し
て
瑚
誹
及
び
茶
の
栽
培
に
従
事
し
て
ゐ
る
、

又
多
少
は
穀
物
も
作
っ
て
ゐ
る
、

相
側
逸
人
の
致
明
的
才
能
と
帥
労
働
力
と
が
と
れ
等
の
地
方
を
沃
土
に
す
る
こ
と
は
疑
の
左
い
別
で
あ
り
、

又
多
数
の
図
民
に
活
動
す
る

新
地
域
を
輿
へ
、
又
本
固
に
多
く
の
第
働
と
職
業
と
を
輿
へ
る
様
に
在
る
の
は
一
五
ふ
ま
で
も
友
い
」
と
云
っ
て
ゐ
る
。

し
か
し
叉
他

面
に
於
て
委
任
統
治
地
自
身
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
植
民
が
割
合
に
小
規
模
に
行
は
れ
る
と
き
は
、
多
少
の
危
険
を
伴
ふ
も
の
で
る

る
。
そ
れ
は
人
種
的
、
経
済
的
弁
に
枇
曾
的
に
厄
介
た
衝
突
を
惹
起
し
、
た
め
に
開
拓
上
に
も
悲
劇
的
友
荒
廃
と
不
毛
と
の
結
果
を

生
や
る
か
ら
で
あ
る
。
又
寅
際
陀
於
て
熱
帯
及
び
亜
熱
帯
陀
赴
〈
移
住
者
は
、
先
方
の
土
人
と
市
民
的
に
政
治
的
に
平
等
で
-
b
る
と

と
は
竿
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
主
人
と
放
る
が
、

さ
も
友
け
れ
ば
奴
隷
の
境
涯
に
沈
む
も
の
で
あ
る
、
も
し
叉
移
住
地
が
高
度

ω文
明

を
有
す
る
揚
合
に
は
、
人
種
的
の
衝
突
を
生
や
る
も
の
で
あ
る
。

第
十
七
世
紀
及
び
第
十
八
世
紀
に
行
は
れ
た
政
策
は
、
所
謂
重
商
主
義
で
あ
っ
て
、
植
民
地
の
殻
展
を
、
そ

二
通
商
上
の
一
債
値

れ
が
よ
り
よ
き
購
買
者
た
ら
し
め
ん
が
た
め
に
企
闘
す
る
の
で
は
・
泣
く
、
寧
ろ
植
民
地
の
悉
ゆ
る
生
産
物
を
本
園
に
搬
入
す
る
と
と

L. Schoen. Das koloniale Deutschland. S. 5. 
R. C. Th';rnwald， Die Kolonia.1frage (-Jabrbucher Jur Na.tionalokonomie und 
Statistik. Bd. 145・Heft.1. Januar 1937)' 
V. S. Rarn， Conlparative colonial policy. chap. I・l'・ 14.'
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を
そ
の
目
的
と
し
た
今
日
に
於
て
は
勿
論
こ
れ
と
同
じ
政
策
が
行
は
れ
て
ゐ
る
誇
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
原
料
に
闘
す
る
限
り
に

於
て
は
、
本
園
は
と
れ
を
そ
の
供
給
地
と
看
倣
し
、
本
園
の
工
業
に
針
す
る
第
二
失
的
の
役
割
を
命
じ
て
ゐ
る
。
開
明
逸
に
於
て
も
亦

と
れ
と
具
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

(イ)
原
料
地
と
し
て

。コ
債
値

こ
の
原
料
問
題
は
食
糧
問
題
に
も
関
聯
し
て
居
り
、
植
民
地
の
粧
済
的
債
値
は
賞
然
乙
の
食
糧
問
題
に

ま
で
及
ぶ
の
で
あ
る
。
猫
逸
の
本
図
が
と
の
食
糧
井
に
原
料
に
乏
し
い
詐
り
で
な
く
、
そ
の
奮
領
土
に
於
て
も
亦
同
様
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
澗
逸
の
十
億
領
土
に
針
す
る
要
求
が
資
源
の
硲
保
に
あ
る
友
ら
ば
、
失
望
せ
古
る
を
得
ふ
な
い
で
あ
ら
う
。
事
責
こ
れ
等
の
植
民

地
の
資
源
は
そ
の
農
産
物
に
し
て
も
、
鎌
産
物
に
し
て
も
既
に
の
ぺ
た
様
に
概
め
て
貧
弱
で
あ
っ
て
.
南
西
ア
フ
リ
カ
の
ヴ
ア
ナ
ヂ
ユ

r

L
刷、

・γ
，
J

D
J
Y
ガ
ン
イ
カ
の
シ
ザ
パ
及
び
ナ
ウ
パ
の
燐
化
物
等
を
除
い
て
は
殆
ん
ど
見
る
ぺ
き
も
の
は
な
り
り

山山

印
ち
そ
れ
は

え，

年
比
於
て
開
制
逸
値
民
地
か
ら
本
闘
へ
の
輪
出
総
額
が
‘
相
側
逸
の
原
料
総
輸
入
額
(
食
糧
品
を
合
む
)
二
億
七
千
高
砂
に
較
ぶ
れ
ば
、
僅
か

却

に
二
百
十
高
五
千
勝
に
過
ぎ
た
い
の
を
見
て
も
判
る
。
尤
も
醤
綱
領
が
委
任
統
治
地
と
た
っ
て
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
の
欣
況
は
、

そ
の
営
時
よ
り
も
多
少
進
ん
で
居
り
、

と
れ
等
の
も
の
が
再
ぴ
猪
逸
の
手
に
遺
る
暁
に
於
て
は
、
開
獲
さ
れ
る
絵
地
が
芳
分
あ
る
と

論
十
る
人
も
あ
る
。
し
か
し
無
論
組
問
迭
の
需
要
す
る
原
料
を
充
た
す
も
の
で
は
た
い
。
従
っ
て
こ
れ
等
の
領
域
の
原
料
地
と
し
て
の

債
値
は
極
め
て
乏
し
い
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

パ

1
ン
ス
氏
が
『
紘
民
地
経
済
の
植
軸
は
j
民
聞
に
消
費
力
を
嫡
張
す
る
に
在
る
』
と
云
っ
て
ゐ
る
の
は
至

(ロ)
市
揚
と
し
て
Uつ
{慎
イ直

一
一
一
一
日
で
あ
る
。
寅
際
に
於
て
従
来
行
は
れ
た
様
た
重
商
主
義
的
た
植
民
地
と
の
通
商
闘
係
に
於
て
は
.
既
に
の
ペ
た
株
K
.
舶
民
地
人
を

し
て
よ
り
よ
き
購
買
者
た
ら
し
め
ん
と
し
た
の
で
は
た
く
、
寧
ろ
椛
民
地
の
悉
ゆ
る
生
産
物
を
剥
奪
せ
ん
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で

捕
逸
の
植
民
問
題

八
五
三

第
六

披

一O
五

第
四
十
七
巻

Raw materials anrl colonies. p・43・
D. Westerll1unn， Beitrag:e zui deut::ich，en Kolonialfrage. S. 83. 
L.. Barnes， The futur of colonie.s. p. 43.1 
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縄
海
の
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

八
五
阿

第
六
蹴

一O
六

あ
っ
た
。
し
か
し
v
v
h
が
今
日
植
民
地
と
呼
ん
で
ゐ
る
も
の
が
、
柑
田
作
の
他
の
部
分
に
と
っ
て
も
最
大
債
値
を
有
す
る
椋
に
恋
る
の

は
、
製
品
に
劃
す
る
市
揚
と
し
て
U

あ
る
し
、
叉
投
資
政
策
弁
に
財
政
政
策
の
主
要
目
的
も
植
民
地
市
揚
の
務
違
に
あ
る
の
で
な
け

れ
ぽ
友
ら
な
い
。
従
っ
て
他
民
地
活
商
闘
係
の
指
導
的
原
則
は
、
最
与
や
最
大
の
直
接
的
友
生
産
財
を
宗
め
る
の
で
は
な
く
し
で
、

出
血

γ

ろ
植
民
地
住
民
の
消
費
力
を
増
大
し
、
漸
次
乙
れ
唯
一
寸
の
住
民
に
劃
し
て
そ
の
生
前
標
準
を
向
上
さ
せ
る
と
と
で
あ
る
。
脚
ち
投
資

図
ば
苧
-
の
報
酬
を
植
民
地
時
民
連
の
結
果
と
し
て
生
や
る
貿
易
の
溌
展
K
も
と
む
べ
き
で
あ
る
。
今
と
れ
そ
俸
制
判
筒
揃
局
地
に
就
て
九

る
に
、
と
れ
等
の
他
民
地
以
輸
出
版
判
刊
に
乏
し
い
許
り
で
宏
〈
、
又
土
日
比
の
生
前
程
度
も
低
い
た
め
に
、
本
圃
製
品
に
封
ず
る
需
要

舗

も
亦
極
め
て
僅
少
で
お
る
。
例
へ
ば
蕎
獅
領
南
開
ア
フ
リ
カ
と
凋
逸
と
の
全
轄
の
貿
易
は
一
九
一
一
一
一
年
に
於
て
は
、
僅
か
に
二
千
八

百
六
十
寓
麻
克
で
あ
っ
て
、
又
そ
の
植
民
地
金
惜
の
貿
易
も
本
圃
の
外
国
貿
易
額
に
較
れ
ば
、
そ
の
一
小
部
分
に
過
ぎ
友
い
。
縫
っ

て
凋
逸
が
そ
の
植
民
地
統
治
の
た
め
に
仕
梯
ふ
べ
を

E
額
の
粧
費
を
償
ふ
と
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
れ
に
よ
っ
て
見
て

も
と
れ
等
の
椀
民
地
が
市
揚
と
し
て
の
債
値
に
於
て
案
外
貧
弱
で
る
る
乙
と
が
判
る
。
而
も
そ
の
住
民
の
締
来
性
に
裁

τも
大
し
た

期
待
を
も
っ
認
に
は
行
か
な
い
。
印
ち
通
商
に
闘
す
る
限
り
、

と
れ
等
の
制
域
は
母
闘
に
と
っ
て
債
値
も
利
谷
も
友
い
も
の
と
謂
は

ざ
る
を
得
左
い
。
又
委
伎
統
治
領
に
移
っ
て
以
来
の
貿
易
趨
勢
に
就
で
見
て
も
、
今
日
の
と
ζ

る
営
時
に
較
べ
て
左
程
の
進
展
を
示

し
て
ゐ
友
い
、
ザ
れ
は
今
日
の

ω式
及
び
倒
式
委
住
統
治
地
の
全
貿
易
量
に
徴
し
て
も
立
詮
さ
れ
る
o

右
に
の
べ
た
所
に
よ
れ
ぽ
、
膏
猫
領
の
経
済
的
債
値
は
、
そ
の
移
民
の
賄
に
於
て
は
勿
論
、
通
商
上
の
債
値
に
至
つ
で
も
極
め
て

僅
少
で
あ
る
、
し
か
し
樹
逸
に
と
っ
て
は
こ
れ
を
現
欣
の
委
任
統
治
下
に
置
く
よ
り
も
、
自
己
の
手
中
に
同
復
す
る
こ
と
が
出
来
れ

ぽ
軍
事
的
債
値
は
別
と
し
て
も
、
多
少
友
り
と
も
そ
の
本
闘
の
経
済
的
地
位
の
向
上
に
資
ナ
る
と
と
が
出
来
る
誇
で
あ
る
。

v. s. Ral11， Comparative colonial po1icy. .chap I. p. 14・
Raw materials and colonies. p. 82-102. 
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五

各

国

の

態

度

濁
泡
の
要
求
は
資
源
の
自
由
獲
得
と
嘗
領
土
の
同
復
と
の
一
一
方
面
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
前
者
に
就
て
は
後
に
の
ぺ
る
こ
と
h
し、

領
七
の
返
還
に
糊
す
る
今
日
ま
で
の
各
聞
の
動
き
を
見
る
に
、

そ
の
主
在
る
も
の
は
と
れ
等
の
膏
領
土
を
委
任
統
治
地
と
し
て
領
有

す
る
聯
照
闘
側
殊
に
英
悌
府
岡
で
あ
っ
て
、
こ
の
嗣
闘
の
動
き
が
兎
も
角
も
こ
の
問
題
の
解
決
に
煮
え
な
闘
係
が
あ
る
も
の
と
見
る

ぺ
を
で
あ
る
。
国
際
聯
盟
の
委
任
統
治
委
員
の
一
人
は
『
こ
れ
等
の
委
任
統
治
地
の
士
民
が
再
び
滴
逸
の
支
配
下
に
服
す
る
こ
と
は

き
い
て
さ
へ
傷
心
に
耐
え
な
い
』
と
え
っ
て
、
調
議
が
時
府
市
消
な
す
こ
と
あ
る
へ
き
植
民
地
統
治
の
央
政
を
理
由
と
し
て
反
謝
し
て
ゐ

る
ο

し
か
し
英
悌
一
刷
圃
が
モ
の
返
還
陀
反
叫
制
す
る
の
は
、

を
も
主
主
と
い
て
瀦
盟
主
連

i
l
-

〈

-
1
1
J↑
ミ

必
干
し
も
こ
う
し
た
現
山
か
ら
で
は
な
い
。

の
維
持
に
あ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
粧
桝
的
償
値
陀
乏
し
い
こ
れ
等
の
領
土
を
狽
逸
に
返
還
し
た
か
ら
と
て
、

こ
れ
等
の
一
雨

園
が
経
済
的
陀
非
常
左
損
失
を
招
〈
程
の
も
の
で
は
た
い
、
し
か
し
狽
泡
に
と
っ
て
は
そ
れ
は
中
欧
に
於
け
る
園
力
の
均
衡
に
於
て

重
大
た
結
果
を
生
や
る
。
而
し
て
英
悌
南
風
に
と
っ
て
は
そ
れ
は
ベ
ル
サ
イ
ユ
健
制
の
維
持
の
た
め
に
は

E
と
ま
で
も
反
封
し
左
け

れ
ば
な
ら
・
泣
い
病
命
的
な
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
が
た
め
に
英
働
曾
談
弁
に
外
交
均
一
渉
が
屡
身
行
は
れ
た
。
そ
の
ア
フ
リ
カ
簡
に
於
け
る
主
な
る
濁
逸
の
要
求
は
、
移
住
地
と

し
て
又
資
源
に
於
て
比
較
的
債
値
あ
る
タ
ン
ガ
ン
イ
カ
と
南
西
ア
フ
リ
カ
と
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
れ
に
劃
す
る
英
闘
の
態

度
は
来
何
と
云
ふ
に
、
前
者
に
就
て
は
絶
劃
に
と
れ
を
手
放
さ
う
と
は
し
友
い
、

そ
の
浬
由
は
も
し
こ
れ
が
狽
泡
の
も
の
に
一
な
れ
ば

英
領
ケ
ン
ヤ
は
伊
領
エ
チ
オ
ピ
ア
と
猫
領
と
な
る
ぺ
き
ダ
ン
ガ
ン
イ
カ
と
に
よ
っ
て
、
東
西
か
ら
挟
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
英
闘
に

調
抽
唱
の
植
民
問
題

八
五
五

第
六
擁

第
四
十
七
巻

O 
七

R.， c. Thurnwald， Die Ko1onia]frage (Jahrbu<:her fur Nutianonnokuomil eod 
St.ti>tik. Bd. 145， Heft. 1. Januar 1937). 
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濁
逸
の
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

八
五
六

第
六
睡
眠

C 
"-

と
っ
て
の
戦
略
的
地
位
が
著
し
く
犯
さ
れ
る
と
と
に
な
る
か
ら
、
英
図
と
し
て
は
経
馬
伯
林
栖
軸
が
英
国
を
目
標
と
し
て
結
成
さ
れ

て
ゐ
る
限
り
、
如
何
一
夜
る
と
と
が
あ
っ
て
も
、

こ
れ
を
組
問
逸
に
譲
る
と
と
は
出
来
危
い
事
情
に
在
る
。
叉
後
者
に
就
て
は
ヒ
ッ
ト
ヲ

1
総
統
は
こ
れ
を
熱
心
に
要
求
し
、
も
し
こ
れ
が
容
れ
ら
れ
左
い
と
き
は
、
中
欧
に
於
で
人
種
的
、
文
化
的
自
主
襟
を
右
す
る
自
治

政
府
の
組
織
が
許
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
と
の
問
題
は
既
に
濁
填
合
併
と
な
っ
て
具
現
さ
れ
又
、

チ
エ
ツ
コ

の
ズ
デ
l
テ
ン
黛
の
問
題
に
及
ん
で
ゐ
る
。
附
則
ふ
に
ア
ア
リ
カ
に
於
け
る
結
領
土
の
返
還
問
題
は

h

同
時
に
そ
れ
託
費
端
と
し
て
委

任
統
治
地
全
般
の
問
題
で
わ
る
。

而
し
て
も
し
と
れ
仕
干
の
十
銭
円
伺
飼
航
民
地
が
旧
制
巡
の
子
に
還
る
と
と
に
在
れ
ば
、

べ
作
サ
イ
品
の
慌

制
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
る
と
と
に
左
る
し
、
そ
の
結
岡
市
と
し
て
欧
測
の
安
全
保
障
の
た
め
に
と
れ
に
代
る
べ
き
何
物
か

r
出
来
な
い

以
上
、
欧
洲
の
不
安
は
次
第
に
そ
の
度
を
加
へ
て
来
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
従
っ
て
英
偽
南
園
が
仮
り
に
狽
逸
に
植
民
地
を
返
還
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

と
れ
に
劃
し
て
あ
る
穫
の
傑
件
を
提
出
す
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
想
像
す
る
に
難
く
は
友
い
、
既
に
昨
年
十

一
月
の
芙
仰
曾
談
に
於
て
も
、

乙
の
と
と
に
及
び
、
猪
逸
が
欧
洲
の
安
定
に
就
て
英
併
を
首
め
各
圃
と
相
提
携
協
調
す
る
と
と
を
篠

件
と
し
て
、
調
逸
の
要
求
を
承
認
す
る
旨
を
務
表
し
て
ゐ
る
位
で
あ
る
。

と
の
提
携
協
調
と
は
獅
治
の
聯
胤
へ
の
加
入
復
蹄
と
云
ふ

亡
と
に
外
た
ら
左
い
。

次
に
白
耳
義
も
亦
鋭
意
と
れ
が
針
策
を
講
じ
、
大
慢
に
於
て
反
針
の
意
向
空
中
山
~
ぺ
て
ゐ
る
。

乙
の
白
耳
義
の
態
度
は
英
偽
の
意
見

を
あ
る
程
度
に
代
表
す
る
も
の
と
し
て
と
れ
を
看
過
す
る
謹
に
は
行
か
友
い
。
白
耳
義
の
意
見
は
濁
逸
の
要
求
に
癒
じ
て
ア
フ
リ
カ

植
民
地
を
再
分
割
す
る
よ
り
は
、
事
λ
一
商
品
の
捌
口
と
し
て
植
民
地
の
市
揚
を
解
放
す
べ
し
と
云
ふ
に
在
る
、
邸
ち
白
耳
義
は
専
ら

資
源
井
に
市
揚
の
解
放
に
よ
っ
て
、
狽
逸
の
領
土
に
劃
す
る
要
求
を
叫
仰
け
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
も
し
濁
逸
の
要
求
が
阜
に
通
商
関
係



に
過
vq
た
い
友
ら
ぽ
、
と
の
意
見
は
掌
草
さ
れ
る
に
相
異
な
い
。

最
後
に
英
悌
の
態
度
に
殆
ん
ど
決
定
的
左
勢
力
を
有
す
る
合
衆
闘
の
意
向
に
就
て
見
る
に
、
と
の
闘
は
聯
盟
の
一
員
で
は
友
い
が

田

英
伸
雨
固
と
は
殆
ん
ど
共
同
的
な
態
度
を
採
っ
て
ゐ
る
。
一
冗
来
合
衆
国
に
於
て
は
中
立
主
義
と
針
外
干
渉
主
義
と
が
あ
っ
て
、
前
者

は
昨
年
制
定
さ
れ
た
中
立
法
に
現
は
れ
て
居
り
、

こ
れ
は
こ
の
闘
の
侮
統
的
た
政
策
と
見
て
よ
い
。
し
か
し
と
の
中
京
法
を
制
定

L

て
未
だ
育
の
根
が
乾
か
友
い
う
ち
に
、
昨
年
の
十
月
五
日
ル

l
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
シ
カ
ゴ
に
於
て
爆
弾
的
責
一
一
マ
一
白
を
左
し
、

"'9 

ヨ{t
園

は
世
界
の
卒
和
を
維
持
す
る
た
め
に
列
闘
と
協
力
す
る
』
と
の
ぺ
で
ゐ
る
。

こ
の
協
力
の
梶
民
如
何
は
賞
に
米
圏
外
交
の
一
期
を
劃

す
る
も
の
で
、
将
来
起
る
と
と
あ
る
べ
き
合
楽
閣
の
去
就
を
敵
背
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
抑
制
迭
の
植
民
地
要
求
に

針
し
で
も
合
衆
闘
は
必
』
工
夫
仰
と
尽
に
一
役
買
っ

t
出
る
も
の
と
凡
欺
け
れ
ば
な
ら
校
い
。

ー晶.，、
解

決

の

市

唆

調
渇
の
葎
領
土
返
港
の
要
求
は
必
然
的
に
植
民
地
の
再
分
割
に
ま
で
及
ぶ
。

そ
れ
は
前
絞
の
様
に
、
茜
領
土
の
経
済
的
使
値
が
磁

め
て
貧
弱
で
あ
る
か
ら
、
俄
り
に
縄
逸
が
こ
れ
を
同
復
し
た
か
ら
と
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
そ
の
執
掬
友
要
求
で
あ
る
原
料
と
市
揚
と

を
獲
得
す
る
と
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
他
園
の
領
有
す
る
斉
摘
領
以
外
の
椛
民
地
の
再
分
割
に
よ
っ
て
、

そ
の
要
求

を
定
た
ず
ぺ
き
だ
と
の
設
が
出
る
。
も
し
こ
れ
が
出
来
れ
ば
湖
逸
と
て
も
文
句
は
た
い
詳
で
あ
る
。

し
か
し
と
の
問
題
の
前
に
は
根

本
的
た
凶
難
が
抗
っ
て
ゐ
る
。
卸
ち
現
在
で
は
植
民
地
は
師
叫
に
列
強
の
間
に
分
割
さ
れ
主
枕
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
植
民
地
の
分
割
は

資
際
問
題
と
し
て
は
新
ら
し
い
分
割
で
る
り
、
甲
の
所
有
者
か
ら
乙
の
所
有
者
へ
の
領
土
の
移
特
で
あ
る
。
今
日
に
於
て
は
往
時
の

濁
逸
の
権
民
問
題

八
五
七

第
四
十
七
巻

第
六
競

O 
九

大臨毎日新聞、大正十三年二月五日、羽吹維持闘の焦燥。28) 



濁
川
曜
の
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

O 

八
五
八

第
六
披

植
民
地
獲
得
競
争
時
代
の
様
に
、
無
主
地
の
領
有
と
一
五
ふ
様
友
、
牧
歌
的
友
形
式
hz
採
り
得
た
い
特
殊
友
事
情
が
る
る
。

そ
こ
で
か

様
に
植
民
地
の
再
分
割
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、

な
い
か
と
の
一
説
が
出
て
来
る
。

せ
め
て
植
民
地
の
門
戸
解
放
に
よ
っ
て
そ
の
要
求
を
充
た
す
と
と
が
出
来
る
の
で
は

国

こ
れ
司
な
ら
ば
必
や
し
も
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。
現
に
と
の
種
の
例
も
友
い
こ
と
は
た
い
。
邸
ち

)

)

ー

そ
の
一
は
二
三
の
英
領
及
び
四
部
ア
ア
リ
カ
杭
民
地
に
闘
す
る
一
八
九
八
作
の
英
働
保
約
、
そ
の
二
は
モ
ロ
ツ
2

に
闘
す
る
ア
ル
ゼ

(
 

)
 

そ
の
=
一
は
一
九
一
九
年
九
月
に
訓
印
さ
れ
た
セ
ン
ト
・
ジ
ャ

l
メ
ン
僚
約
卸
士
ノ
ヨ
ン
ゴ

l
n沼
地
保
約
と
呼
ば
れ
て
ゐ

(
 

シ
ラ
ス
晶
体
約
も

る
も
の
、

そ
の
凹
は
ア
フ
リ
方
に
於
砂
る
B
式
委
任
統
仏
和
利
(
C
式
委
任
新
品
州
地
た
る
富
山
刑
制
商
判
ア
7

り
カ
を
除
〈
}
で
あ
る
。

就
中
コ

ン
ゴ

1
盆
地
保
約
の
如
き
は
そ
の
趨
用
を
う
け
る
闘
も
多
く
、

と
れ
に
調
印
し
た
合
衆
園
、
内
耳
義
、
英
帝
圏
、
悌
蘭
西
、
伊
太
利

葡
萄
牙
及
び
日
本
は
勿
論
園
際
聯
県
加
入
閣
の
全
部
に
及
ん
で
居
る
。

と
の
僚
約
に
よ
っ
て
輪
入
に
針
し
て
は
一

O
V
N
の
閥
稔
を
課

徴
す
る
と
と
が
認
め
ら
れ
た
が
、
特
暮
税
若
は
逝
遇
税
の
如
き
も
の
は
許
さ
れ
た
か
っ
た
。
門
戸
解
放
と
云
ふ
乙
と
が
も
し
自
由
若

は
よ
り
自
由
な
る
通
商
と
同
一
語
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
縦
令
高
率
左
る
と
低
率
た
る
と
を
問
は
や
，
、
闘
枕
が
凡
て
の
固
に
射
し

て
同
率
で
あ
る
以
上
、
完
全
た
る
通
商
上
の
卒
等
楼
は
こ
れ
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
詫
で
あ
る
。
と
れ
昨
一
寸
の
植
民
地
の
門
戸
解
放
の

範
国
が
績
が
り
、
叉
そ
れ
が
コ

Y

ゴ
l
盆
地
僚
約
の
如
く
、
皐
に
商
品
の
輪
出
入
江
就
て
の
差
別
待
遇
撤
廃
許
り
で
な
〈
、
締
約
園

民
の
身
間
財
産
及
び
職
業
の
保
護
、
資
源
の
開
護
井
に
航
行
の
自
由
等
に
ま
で
及
ぶ
と
き
は
、
猟
逸
は
勿
論
と
れ
と
事
情
を
同
じ
う

す
る
図
々
の
経
済
的
要
求
も
同
時
に
充
た
さ
れ
る
誇
で
あ
る
。
し
か
し
世
界
に
於
け
る
天
然
資
源
の
分
布
は
非
常
に
不
公
卒
で
あ
っ

て
、
所
謂
樹
氏
地
に
於
け
る
生
産
品
は
そ
の
数
及
量
共
に
大
で
は
な
い
。
従
っ
て
世
界
に
於
け
る
栴
民
地
の
解
放
だ
け
に
よ
っ
て
、

乙
れ
等
の
不
満
足
国
の
需
要
が
充
さ
れ
る
も
の
と
考
へ
る
の
は
い
さ
さ
か
早
計
で
あ
る
。

Raw ma.teria.ls ap.d colonies. p. 64-~9) 



故
に
経
済
問
題
の
全
面
的
な
解
決
の
た
め
に
は
、
植
民
地
の
門
戸
解
放
よ
り
以
上
に
進
ま
託
け
れ
ば
な
ら
ね
。
印
ち
雷
に
各
図
の

植
民
地
許
り
で
な
く
、
英
闘
を
首
め
防
田
作
の
各
本
図
が
そ
の
杭
民
地
と
共
に
門
戸
を
解
放
す
べ
き
と
と
で
あ
る
。

と
云
ふ
の
は
重
要

資
源
も
市
場
も
共
に
植
民
地
よ
り
は
目
指
fwO
各
本
図
に
・
存
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
事
貧
は
ど
う
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
世
界
の
現
扶

は
門
戸
解
放
と
は
反
謝
に
そ
の
閉
鎖
の
方
向
に
進
み
つ
L
あ
る
。
所
謂
門
戸
閉
鎖
と
は
通
例
差
別
的
関
税
政
策
を
指
す
の
で
る
る
が

そ
れ
だ
け
で
左
〈
他
岡
人
へ
の
護
輿
留
保
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
と
れ
等
の
障
壁
の
撤
援
と
そ
寧
ろ
急
務
の
様
に
恩
は
れ

る
。
じ
の
と
と
に
就
て
パ

l
ン
ス
氏
も
云
っ
て
ゐ
る
様
に
『
牒
料
の
一
般
的
解
決
を
し
左
け
れ
ば
左
ら
な
い
友
ら
ば
、
そ
れ
は
柿
民

政
策
弁
に
植
民
地
管
理
に
闘
す
る
鎚
革
よ
り
も
竿
ろ
働
英
米
及
び
英
図
白
治
鈎
等
の
凶
内
政
策
の
慶
更
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
っ
て

植
民
地
問
溜
は
筋

-

4

次
的
の
も
の
で
お
ゐ
片

即
ち
世
川
井
の
絞
例
外
注
文
配
4
9
H
山
中
大
凶
に
ふ
っ
て
、
今
日
の
悲
境
に
土
っ
て
生
十
る

世
界
平
和
に
封
ず
る
脅
威
を
悶
遊
ナ
る
た
め
に
な
し
得
る
最
も
殻
果
的
た
方
法
は
、
英
国
、

そ
の
自
治
領
及
び
印
度
問

κ於
て
帝
図

一
の
協
定
を
友
し
、
又
同
一
の
傑
約
を
以
て
他
の
い
づ
れ
の
闘
に
劃
し
で
も
と
の
協

定
に
加
入
す
る
途
を
開
い
て
置
く
こ
と
で
あ
る
。
タ
ラ

1
ク
氏
も
亦
そ
の
近
著
『
日
首
り
良
雪
地
」
に
於
で
こ
の
こ
と
に
言
及
し
、
原

内
相
互
聞
の
閥
税
を
漸
次
撤
廃
す
る
た
め
に
、

料
と
通
商
上
の
機
曾
均
等
の
品
喝
を
拓
〈
こ
と
が
戦
争
の
第
一
脈
闘
を
周
遊
す
る
所
以
で
あ
る
と
辿
ぺ
て
ゐ
る
。

と
の
種
の
凶
際
協
定

が
如
何
友
る
方
法
と
程
度
と
に
於
て
行
は
れ
友
け
れ
ば
な
ら
た
い
か
に
就
て
は
、
従
来
聞
か
れ
た
ジ
ユ
ネ
1
ヴ
に
於
け
る
図
際
聯
盟

の
資
源
特
別
委
員
舎
に
於
て
屡
々
討
論
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
そ
の
討
論
の
範
厨
は
一
一
植
民
地
に
於
け
る
通
商
上
の
差
別
撤
廃
二
植

民
地
の
門
戸
解
放
弁
に
3

2

y
ゴ
l
盆
地
位
陣
約
の
み
一
世
界
の
植
民
地
へ
の
繍
克
等
で
あ
る
。
寅
際
に
於
て
今
日
通
商
上
の
陣
磁
は
、

げ
直
接
に
は
、
原
料
井
に
商
品
の
輸
出
入
に
針
す
る
差
別
的
課
税
、
開
拓
に
闘
す
る
制
限
弁
に
園
際
的
生
産
制
限
計
劃
と
で
あ
り
作

獅
逸
の
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

八
五
九

第
六
説

L" Barnes， The future of colonles" p附 16.
G四 Clark，A plaoe in the suu. palrt. V. p. 219ψ 
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濁
抗
措
の
槙
民
問
題

第
四
十
七
巻

第
六
銃

八
六

C

間
接
に
は
、
支
桃
子
段
澗
建
の
困
難
で
あ
る
。
後
者
に
就
て
云
へ
ば
、
同
一
貨
幣
制
度
の
阪
域
内
又
は
同
一
関
税
匝
域
内
に
於
て
は

と
の
困
難
は
軽
減
さ
れ
る
が
、

と
の
匝
域
の
外
部
に
在
る
も
の
り
、
原
料
購
入
の
た
め
に
外
園
貨
得
、
外
同
居
拘
替
乃
至
金
の
引
渡
b
L

必
妥
と
ナ
る
の
が
原
則
で
る
る
。
し
か
し
か
様
友
支
沸
手
段
の
獲
得
は
特
別
の
揚
合
を
除
い
て
は
、
主
と
し
て
自
国
の
商
品
を
他
国

に
貰
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
友
る
の
で
あ
る
。
而
も
現
在
の
献
況
に
於
て
は
自
国
の
商
品
を
他
国
主
買
る
と
と
に
非
常
在
困
難
を

三

〉

-
E
》

B

3

何
〈
て
に
之

EF--X
ふ
の
は
そ
と
に
は
各
本
岡
井
に
航
民
地
の
高
率
闘
枕
が
あ
り
、

f危
イコ

制
賞
制
が
待
伏
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

ご

E
t也
t
リヘ

-Yγ
正
司
じ
Z
E
-
-
T
見

:
E
C
〉

v
i
ふ制

tb
調

l
ろ
ッ
ラ
出
向
ノ

4'ーペ
L巳
ト
，
J

ノド
d

卜
仁
有
色
わ
れ
a
J
マ

と
れ
等
の
地
雨
上
の
陣
擬
を
倣
際
ず
べ
き
同
削
際
協
定
を
必
一
嬰
と
す
あ
の
ご
あ

そ
の
原
料
を
他
国
か
ら
輸
入
す
る
闘
に
於
て
は
、
多
遅

的
貿
易
に
依
存
す
る
の
外
は
な
い
か
ら
、
相
互
的
友
園
際
協
定
を
必
要
と
す
る
程
度
が
甚
だ
大
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
友
ら
友
い
。
と

る
。
殊
に
祖
明
治
の
如
く
そ
の
生
産
品
の
殆
ん
ど
凡
て
を
欧
羅
巴
に
輸
出
し
、

の
穫
の
協
定
は
そ
の
必
要
か
ら
漸
次
愛
生
し
て
居
り
、

一
九
三
四
年
十
月
か
ら
翌
年
の
四
月
ま
で
の
聞
に
、
既
に
六
十
七
の
相
互
通

商
協
定
が
成
立
し
て
ゐ
る
。
只
乙
の
種
の
相
互
主
義
そ
れ
自
身
に
於
て
原
料
供
給
に
闘
す
る
霊
犬
友
障
擬
を
伴
っ
て
ゐ
る
の
は
、
相

互
主
義
貿
易
に
封
し
多
少
排
他
的
在
地
方
的
同
館
が
既
に
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

と

~'L 
を
あ
げ
て
見
n 
If" 

(ー〕
オ

ツ
タ
ワ

協

定
(
一
九
三
二
年
七
月
)
口
金
プ
ロ
ツ
ク
諸
邦
(
一
九
一
一
一
四
年
十
月
)
臼
小
協
商
闘
(
一
九
三
四
年
十
月
)
冊
パ
ル
チ
ッ
ク
諸
邦
(
一
九
一
二
四
年
九
月
)

五
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
イ
ア
諸
国
及
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
(
一
九
三
四
年
九
月
)
及
び
均
バ
ル
カ
ン
協
商
圏
等
で
る
る
。

然
ら
ぽ
聯
出
主
義
者
の
意
見
は
ど
う
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、

一
言
で
護
〈
せ
ば
彼
等
は
聯
盟
の
健
制
維
持
に
汲
h

と
し
て
居
り
、

従
っ
て
そ
の
見
解
も
亦
そ
の
範
闘
を
出
た
い
。

見
で
あ
る
。

と
れ
等
の
も
の
は
つ
ま
り
獅
遜
の
聯
盟
へ
の
復
蹄
を
前
提
保
件
と
し
て
行
は
れ
る
意

こ
の
前
提
の
下
に
彼
等
は
如
何
友
る
見
解
を
抱
い
て
ゐ
る
か
と
云
ふ

h

L. Barnes， The future of co1oll1ie.s. p. 15・
L. Barne勾 Thefuture of co]onies. p・34・

.)2) 
33) 



刊
現
在
の
植
民
地
を
植
民
地
と
し
て
で
は
な
〈
、
委
任
務
治
地
、
と
し
て
園
際
聯
盟
に
責
任
を
有
ナ
る
委
任
統
治
閣
へ
の
譲
渡

刊
現
京
の
委
任
統
治
一
地
を
右
と
同
様
な
方
法
に
よ
る
譲
渡

vλ ハ
現
在
の
植
民
地
其
他
の
も
の

L
行
政
を
、
最
早
宇
従
来
の
帝
困
の
手
に
よ
っ
て
行
は
し
め
る
こ
と
な
〈
、
聯
県
の
た
め
に
汚
勤
し
、
旦
不
満
足
図

並
に
其
他
の
図
々
と
を
代
表
す
る
闘
際
上
の
機
関
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
・
山
こ
と
!
l
l共
同
続
治

'h委
任
統
治
制
度
の
披
張

こ
れ
等
の
実
そ
の
も
の
も
即
ち
作
を
除
い
て
は
、

続
民
地
引
再
分
割
と
同
様
に
管
↑
行
は
い
づ
れ
も
困
難
で
あ
る
。
部
ち
と
れ
等
の
償
民
地
弁
に
委
任
統
治
地
の
責
任
の
譲
渡
は
、
そ
の

右
の
方
法
に
よ
っ
て
潤
逸

ω
嬰
求
は
或
る
程
度
に
充
た
さ
る
L

で
あ
ら
う
が
、

主

協

惜

ω
譲
渡
と
同
様
な
反
針
が
起
る
許
り
で
な
〈
、

と
れ
等
の
築
は
間
違
っ
た
心
理
的
傾
向
に
そ
の
根
撲
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
と

一
志
ふ
の
は
凡
?
で
愉
民
的
掛
傘
物
は
掠
奪
串
刊
の
問
に
の
み
公
一
ゃ
な
る
分
配
を
必
m
Y
と
F
H
O
K
沼
仰
ぜ
な
い
市
川
市
政
所
有
物
で
あ
る
と
の
翻

念
hz授
潤
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

セ

結

言

ザ
回
ゼ
が
云
っ
て
ゐ
る
様
に
、
植
民
地
を
領
有
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
如
何
に
不
毛
私
仏
領
域
で
あ
っ
て
も
、
所
調
貿
易
は
闘
旗
に

品
問
ふ
の
原
則
に
よ
っ
て
、
母
闘
に
利
谷
を
輿
へ
る
も
の
で
あ
る
。
相
明
唱
躍
の
要
求
が
車
に
涌
商
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
領
土
の
問
題
で

は
友
い
と
断
言
す
る
と
と
は
同
来
友
い
。
勿
論
藷
領
土
の
同
復
だ
け
に
上
っ
て
凋
逸
の
要
求
す
る
所
の
も
の
が
悉
〈
充
た
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
が
た
め
に
他
岡
の
他
民
地
の
割
譲
奈
は
そ
の
門
戸
解
放
を
要
求
す
る
で
あ
ら
う
し
、
更
に
進
ん
で
は
他

の
楠
民
岡
弁
陀
そ
の
自
治
領
に
向
っ
て
自
由
通
商
の
要
求
を
な
し
、
関
際
的
協
定
を
迫
る
で
る
ら
う
。

調
抱
白
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

丹、

六

第
六
鋭
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調
認
の
植
民
問
題

第
四
十
七
巻

八
六

第
六
披

F司

言
ふ
迄
も
左
〈
植
民
地
問
題
の
解
決
だ
け
で
は
、
相
誕
の
人
口
過
剰
問
題
と
そ
の
通
商
問
題
と
を
全
面
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
出

来
泣
い
。
だ
か
ら
と
一
去
っ
て
『
若
し
猟
逸
が
只
資
源
弁
に
販
路
の
問
題
の
解
決
を
以
で
満
足
し
、
杭
民
的
表
展
の
誘
悪
か
ら
遠
ざ
か

る
も
の
で
あ
る
と
説
く
人
が
あ
る
左
ら
ば
、
そ
れ
は
心
理
的
に
全
く
育
目
で
あ
る
と
一
五
は
ね
ば
た
ら
た
い
。
何
と
左
れ
ば
、
世
界
の

人
々
の
中
誰
が
帝
国
へ
の
切
望
を
以
て
悪
魔
の
撃
と
同
一
一
叫
す
る
も
の
が
あ
ら
う
。
も
し
杭
民
地
が
閥
出
家
の
設
展
上
そ
の
一
助
と
た

.、，、，-

Fq
庄

W
ド

(
附
し
て
英
凶
人
は
殿
前
に
五
月
二
十
五
円
に
は
い
つ
で
も
、
国
家
山
紫
柴
主
軸
開
成
と
が
副
主
的
旗
の
ひ
ら
め
〈
彼
方
む
領
土
め
上
に
あ
が
っ

四一、
d

j

、，
~
J
:
、

H

V

L

〆
，
打
u'
寸
ん

d

九
市
能
の
紳
に
闘
民
的
感
謝
の
念
喜
一
捧
げ
て
み
る
亡
は
な
い
昨
)

誰
か
杭
M
I
地
が
他
闘
に
と
勺
て
無
償
値
た
も
の
と
一
五
は
ん

U

縦
令
悉
ゆ
る
考
慮
を
費
し
て
植
民
地
の
無
償
値
友
と
と
の
立
設
が
企
て
ら
れ
で
も
、
英
吉
利
の
代
曲
折
者
が
そ
の
詮
擦
を
解
読
者
と
し

て
出
す
と
と
は
卑
劣
で
あ
る
』
と
云
っ
て
ゐ
る
の
は
、
英
図
人
と
し
で
は
可
た
り
大
謄
左
褒
言
で
あ
る
が
、
調
品
理
に
射
し
て
は
極
め

て
理
解
と
同
情
る
る
言
葉
で
あ
る
。

世
界
の
現
況
の
下
に
於
て
、
英
帝
国
も
偽
帝
国
も
最
早
や
世
界
平
和
の
安
定
と
相
容
れ
る
存
在
で
は
友
い
。
次
の
百
年
聞
に
於
て

図
際
関
係
の
操
っ
て
輔
同
ず
る
植
軸
は
、
何
と
云
つ
で
も
悉
ゆ
る
岡
家
が
悉
ゆ
る
国
民
に
劃
し
て
一
般
的
友
奉
仕
を
・
な
す
た
め
に
、

世
界
の
原
料
、
市
場
及
び
空
地
を
組
織
化
す
る
に
布
る
ω

し
か
し
と
の
事
業
は
政
治
家
の
と
れ
ま
で
試
み
た
中
で
、
最
も
大
き
左

B

恐
ら
く
最
も
困
難
左
と
と
で
あ
る
。
(
終
)
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